
資料５



２

●コミュニティバス新規路線導入優先順位の考え方



３

●地域の優先度の評価視点



４

●ルートの優位性の評価視点



５

●ルート案設定の考え方

①北区コミュニティバス導入の基本的な視点(コンセプト)を考慮する

・公共交通機能の向上 ・高齢者等の移動の支援

・大きな高低差への対応 ・日々の暮らしの充実、賑わいの創出

・公共交通に対する地域の意識、きずなづくりへの支援

②各地域～主要な鉄道駅を結ぶ

③なるべく利用者が多く見込まれる施設等を経由する

④現行のKバスと同様のバス車両、20分間隔の運行を基本とする

⑤交通規制や道路幅員等の道路状況や、既存バス路線に配慮する

・「コミュニティバスの導入に関するガイドライン」（国土交通省）

に基づき路線バスとの競合回避の配慮



●公共交通機能を向上すべき箇所

６



●コミュニティバス（赤羽西地域ルート案）

７
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〔見直し方針〕

〔検討経緯〕

令和6年12月3日 第１回赤羽西地域部会開催

令和7年2月26日 第２回赤羽西地域部会開催



９



10

〔アンケート（案）〕

【対 象】ルート（素案）利用圏の住民

【内 容】路線定期（定時定路線）、

区域運行（デマンド）等の

運行形態を選択肢とし、

路線の参考としてルート（素案）

を示す。

路線定期

路線不定期区域運行



〔スケジュール（案）〕

11

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ４月 ～ 10月 ～ 3月

地域公共交通会議

赤羽西地域部会

2025年度
（R7年度）

2026年度
（R8年度）

第３回 部会

・アンケート内容

地元意見聴取

（アンケート等）

運行計画(素案)作成

運行事業者選定

(運行計画(案)の提案)
試験運行開始

令和7年度 第１回

・アンケート内容
令和7年度 第２回

・運行形態、ルート

令和7年度 第３回

・運行計画(素案)

運行形態・ルート検討

適宜開催

運行計画(案)作成

適宜開催


